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有有限限会会社社かかみみんんぐぐささじじ経経営営状状況況報報告告書書  

 
 

１１  法法人人のの概概要要  

  

（１）名    称        有限会社かみんぐさじ 

（２）目    的        和紙及び和紙加工品の生産販売 

（３）設立許可年月日   平成７年１０月２０日 

（４）設立登記年月日   平成７年１１月  １日 

（５）資 本 金         ３，０００，０００円（うち鳥取市１，５５０，０００円） 

（６）役    員         取 締 役  ５名 

監 査 役  ２名 

代表取締役  岡村 寿則 

（７）事 務 所         鳥取市佐治町福園１４６番地４ 

 
 
２２  令令和和４４年年度度事事業業概概要要  

  

厳しい経営状況の中、株主及び地域からの期待に応えるため、改善計画に沿って事業

を懸命に推進してきたが、依然としてコロナ禍の影響を受けることとなり、特に書道用

紙関連は非常に不振であった。しかしながら、そのような状況の中でも、前年と比べて

みると、事業収入は前年度比２０％増の６７４万円となった。 

部門別の売上高を見ると、紙生産部門の売上高が前年比１０.９％減、展示室部門の売

上高４７.５％増、実習部門の売上高２３.７％増となった。展示室部門の売上件数が徐々

に増えてきているものの、紙生産部門の売上が回復しなければ厳しい状況に変わりはな

い。 

また、令和４年度から後継者育成支援事業を活用して研修生１名を受け入れており、

令和５年度も引き続き受け入れる予定である。 

今後も、より一層新商品開発・販路開拓に努め、経営の健全化に向けて努めていく。 
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３３  令令和和４４年年度度決決算算書書  

  
（１）貸借対照表（令和５年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  77,,551100,,444433  【【流流動動負負債債】】  22,,006677,,663311  

現金 512,662 買掛金 25,955 

預金 1,991,785 短期借入金 450,000 

受取手形 496,155 １年以内返済長期借入金 600,000 

売掛金 753,560 未払金 830,880 

貯蔵品 3,216,611 預り金 79,796 

前払費用 177,647 未払法人税等 81,000 

未収入金 369,023 未払消費税等 0 

貸倒引当金 △ 7,000 【【固固定定負負債債】】 44,,114499,,225533 

【【固固定定資資産産】】 774477,,223355 長期借入金 4,149,253 

（（有有形形固固定定資資産産）） 118800,,993300   

機械装置 54,346   

工具器具備品 126,584   

（（投投資資等等））  556666,,330055  負負  債債  合合  計計  66,,221166,,888844  

出資金 565,000   

長期前払費用 1,305 純純  資資  産産  のの  部部  

    科科  目目  金金  額額  

  【【株株主主資資本本】】  22,,004400,,779944  

  資資本本金金  33,,000000,,000000  

  （（利利益益剰剰余余金金）） △△995599,,220066 

  その他利益剰余金 △959,206 

  繰越利益剰余金 △959,206 

  純純  資資  産産  合合  計計 22,,004400,,779944  

資資  産産  合合  計計  88,,225577,,667788  負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  88,,225577,,667788  

 

 

（２）損益計算書（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 
   

【売上高】 
   

売上高 
  

6,741,720 

【売上原価】 
   

期首棚卸高 
 

2,867,947 
 

仕入高 
 

1,559,786 
 

（合計） 
 

4,427,733 
 

期末棚卸高 
 

△3,216,611 1,211,122 

 
売売上上総総利利益益  

  
55,,553300,,559988  

【販売費及び一般管理費】 
  

1144,,008833,,339922  

 
営営業業利利益益  

 
△△88,,555522,,779944  

（営業外損益の部） 
   

【営業外収益】 

 受取利息  
1 

 

受託手数料 
 

6,279,023 
 

雑収入 
 

4,232,943 10,511,967 

【営業外費用】 
   

支払利息 
 

22,469 
 

   
22,469 

 
経経常常利利益益  

  
11,,993366,,770044  

    
    

    

  
税税引引前前当当期期純純利利益益  

  
11,,993366,,770044  

法人税等  
 

81,000 

  
当当期期純純利利益益  

  
11,,885555,,770044  
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３３  令令和和４４年年度度決決算算書書  

  
（１）貸借対照表（令和５年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  77,,551100,,444433  【【流流動動負負債債】】  22,,006677,,663311  

現金 512,662 買掛金 25,955 

預金 1,991,785 短期借入金 450,000 

受取手形 496,155 １年以内返済長期借入金 600,000 

売掛金 753,560 未払金 830,880 

貯蔵品 3,216,611 預り金 79,796 

前払費用 177,647 未払法人税等 81,000 

未収入金 369,023 未払消費税等 0 

貸倒引当金 △ 7,000 【【固固定定負負債債】】 44,,114499,,225533 

【【固固定定資資産産】】 774477,,223355 長期借入金 4,149,253 

（（有有形形固固定定資資産産）） 118800,,993300   

機械装置 54,346   

工具器具備品 126,584   

（（投投資資等等））  556666,,330055  負負  債債  合合  計計  66,,221166,,888844  

出資金 565,000   

長期前払費用 1,305 純純  資資  産産  のの  部部  

    科科  目目  金金  額額  

  【【株株主主資資本本】】  22,,004400,,779944  

  資資本本金金  33,,000000,,000000  

  （（利利益益剰剰余余金金）） △△995599,,220066 

  その他利益剰余金 △959,206 

  繰越利益剰余金 △959,206 

  純純  資資  産産  合合  計計 22,,004400,,779944  

資資  産産  合合  計計  88,,225577,,667788  負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  88,,225577,,667788  

 

 

（２）損益計算書（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 
   

【売上高】 
   

売上高 
  

6,741,720 

【売上原価】 
   

期首棚卸高 
 

2,867,947 
 

仕入高 
 

1,559,786 
 

（合計） 
 

4,427,733 
 

期末棚卸高 
 

△3,216,611 1,211,122 

 
売売上上総総利利益益  

  
55,,553300,,559988  

【販売費及び一般管理費】 
  

1144,,008833,,339922  

 
営営業業利利益益  

 
△△88,,555522,,779944  

（営業外損益の部） 
   

【営業外収益】 

 受取利息  
1 

 

受託手数料 
 

6,279,023 
 

雑収入 
 

4,232,943 10,511,967 

【営業外費用】 
   

支払利息 
 

22,469 
 

   
22,469 

 
経経常常利利益益  

  
11,,993366,,770044  

    
    

    

  
税税引引前前当当期期純純利利益益  

  
11,,993366,,770044  

法人税等  
 

81,000 

  
当当期期純純利利益益  

  
11,,885555,,770044  
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（３）販売費及び一般管理費（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 
        （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

給与手当 

賞与 

退職金 

8,301,753 

320,000 

60,000 

 

法定福利費 754,564 
 

福利厚生費 137,739 
 

通信費 

交際費 

261,870 

0 

 

減価償却費 169,249 
 

保険料 6,500 
 

修繕費 304,540 
 

水道光熱費 1,430,105 
 

旅費交通費 176,619 
 

消耗品費 400,568 
 

租税公課 89,219 
 

荷造運賃費 209,402 
 

広告宣伝費 3,960 
 

支払手数料 17,782 
 

会議費 

貸倒引当金繰入額 

1,270 

3,000 

 

管理費 459,202 
 

リース料 75,240 
 

販売手数料 109,820 
 

雑費 790,990 
 

   

   

合合  計計  
  

1144,,008833,,339922  

 

 

 

 

（４）株主資本等変動計算書（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 △2,814,910 △2,814,910 185,090 185,090 

当期変動額      

 当期純利益  1,855,704 1,855,704 1,855,704 1,855,704 

当期変動額合計 ― 1,855,704 1,855,704 1,855,704 1,855,704 

当期末合計 3,000,000 △959,206 △959,206 2,040,794 2,040,794 

 
 
４４  令令和和５５年年度度事事業業計計画画 

   かみんぐさじを取り巻く環境は依然として非常に厳しい状況にあり、コロナ禍以前に

まで売上が回復するには至らないという予測ではあるものの、各部門ともより一層、職

員の意識向上を図り、国や県、市の補助事業を積極的に活用しながら、生産販売の向上

及び新商品開発を推進していく。また、あらゆる媒体を利用して情報発信の機会を広げ

ていくことで、販路拡大に向け努める。 

  ①抄紙部門 

   ＊売上目標・・・５００万円 

    非常に厳しい受注状況であるものの、かみんぐさじの存在意義とも言える本部門

については、より力を入れて事業推進していく。 

  ②展示室部門 

   ＊売上目標・・・３００万円 

新商品開発や、販路開拓に取り組んだことで、徐々に取引先も増えてきつつある。

引き続き、売上へ十分に寄与しうる部門へと成長させていく。 

  ③実習部門 

   ＊売上目標・・・１５０万円 

    鳥取市内小学校の民泊事業に付随する体験実習に加え、コロナの影響は落ち着き

を取り戻し、外出意欲が増している昨今において、より魅力を感じてもらえるよう

ＰＲを今まで以上に強化することにより、増収を図る。五しの里地域協議会との連

携による小学校の団体受け入れや、体験内容を充実させることで、売上増加を見込

む。 
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（３）販売費及び一般管理費（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 
        （単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

給与手当 

賞与 

退職金 

8,301,753 

320,000 

60,000 

 

法定福利費 754,564 
 

福利厚生費 137,739 
 

通信費 

交際費 

261,870 

0 

 

減価償却費 169,249 
 

保険料 6,500 
 

修繕費 304,540 
 

水道光熱費 1,430,105 
 

旅費交通費 176,619 
 

消耗品費 400,568 
 

租税公課 89,219 
 

荷造運賃費 209,402 
 

広告宣伝費 3,960 
 

支払手数料 17,782 
 

会議費 

貸倒引当金繰入額 

1,270 

3,000 

 

管理費 459,202 
 

リース料 75,240 
 

販売手数料 109,820 
 

雑費 790,990 
 

   

   

合合  計計  
  

1144,,008833,,339922  

 

 

 

 

（４）株主資本等変動計算書（令和４年４月１日から令和５年３月３１日） 

 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 △2,814,910 △2,814,910 185,090 185,090 

当期変動額      

 当期純利益  1,855,704 1,855,704 1,855,704 1,855,704 

当期変動額合計 ― 1,855,704 1,855,704 1,855,704 1,855,704 

当期末合計 3,000,000 △959,206 △959,206 2,040,794 2,040,794 

 
 
４４  令令和和５５年年度度事事業業計計画画 

   かみんぐさじを取り巻く環境は依然として非常に厳しい状況にあり、コロナ禍以前に

まで売上が回復するには至らないという予測ではあるものの、各部門ともより一層、職

員の意識向上を図り、国や県、市の補助事業を積極的に活用しながら、生産販売の向上

及び新商品開発を推進していく。また、あらゆる媒体を利用して情報発信の機会を広げ

ていくことで、販路拡大に向け努める。 

  ①抄紙部門 

   ＊売上目標・・・５００万円 

    非常に厳しい受注状況であるものの、かみんぐさじの存在意義とも言える本部門

については、より力を入れて事業推進していく。 

  ②展示室部門 

   ＊売上目標・・・３００万円 

新商品開発や、販路開拓に取り組んだことで、徐々に取引先も増えてきつつある。

引き続き、売上へ十分に寄与しうる部門へと成長させていく。 

  ③実習部門 

   ＊売上目標・・・１５０万円 

    鳥取市内小学校の民泊事業に付随する体験実習に加え、コロナの影響は落ち着き

を取り戻し、外出意欲が増している昨今において、より魅力を感じてもらえるよう

ＰＲを今まで以上に強化することにより、増収を図る。五しの里地域協議会との連

携による小学校の団体受け入れや、体験内容を充実させることで、売上増加を見込

む。 
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５５ 令令和和５５年年度度予予算算 

 (単位：千円)           

６６ 令令和和５５年年度度入入館館者者見見込込みみ

３，２００人 

収収 入入 のの 部部 支支 出出 のの 部部 

科科 目目 金金 額額 科科 目目 金金 額額 

事業収入 9,500  事業支出 1,600  事業収入 9,500  事業支出 1,600  事業収入 9,500  事業支出 1,600  

  抄紙  5,000  抄紙  800   抄紙  5,000  抄紙  800   抄紙  5,000  抄紙  800 

  展示室  3,000  展示室  800   展示室  3,000  展示室  800   展示室  3,000  展示室  800 

  体験実習  1,500 管理費 14,049    体験実習  1,500 管理費 14,049    体験実習  1,500 管理費 14,049  

受託料 6,000     受託料 6,000     受託料 6,000     

雑収入 150     雑収入 150     雑収入 150     

                  

合 計 15,650  合 計 15,649  合 計 15,650  合 計 15,649  合 計 15,650  合 計 15,649  

１１ 法法  人人  のの  概概  要要

(１) 名 称

(２) 目 的

(３) 移行認可年月日

平成８年３月２９日）

(４) 移行登記年月日

平成８年４月　５日）

(５) 基 本 財 産

(６) 役 員

理 事 長 　　平　木　一　義

常務理事 　　山　本　茂　樹

(７) 事 務 所

２２

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日

金３０,０００,０００円（うち鳥取市出捐金20,000,000円）

評議員：７名　　理事：７名　　監事：２名

令和４年度は、事業計画に基づき、農地中間管理事業による農地の借り受け、貸付け
農地の保全、農作業の受委託、農業機械の貸出、担い手農家及び農業後継者の育成確
保、地域の特産品となる農産物の生産、販売及び除草、除雪業務に取り組みました。

鳥取市新規就農者技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託管理を行い、
農業体験圃場の栽培管理を行いました。

小学生以上を対象に、農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動とし
て、「ふるさとアグリスクール」を開校しました。

農業体験として、５月梨小袋かけ体験８名、６月梨大袋かけ体験８名、７月ペルルメ
ロン収穫体験３９名、８月梨収穫体験３４名、９月ぶどう収穫体験３２名、１０月稲刈
り体験１４名、１１月生姜収穫体験１１名、１２月白ねぎ収穫体験１８名を行い、延べ
１６４人の体験者がありました。

鳥取県農業信用基金協会の職員４名の農業体験者を受け入れ、白ねぎの定植、土寄
せ、収穫調整の農業体験を行いました。
　ドローンによるスマート農業を実践し水稲防除を行いました。

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社経経営営状状況況報報告告書書

令令和和４４年年度度事事業業概概要要

農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委託、農
地の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、都市との交
流、農村文化の伝承事業等を行うことにより、地域農業の振興と農
村地域の発展に寄与することを目的とする。

平成２５年　３月２８日

鳥取市湖山町東五丁目２２８番地

一般財団法人鳥取市農業公社

平成２５年　４月　１日

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日




